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真に民主的な労働運動を
不断に追求し、働く者と
家族の幸せ、JR産業の持
続的発展を実現しよう！

JR連合

JR連合

　
Ｊ
Ｒ
各
単
組
は
、
労
働
協
約

を
は
じ
め
と
す
る
労
使
間
の
取

扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル
等
を
改

訂
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
、

妥
結
に
至
っ
た
。

　

改
訂
に
あ
た
っ
て
、
８
月
５

日
に
開
催
し
た
労
働
政
策
委
員

会
で
は
、
「
中
期
労
働
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
（
２
０
１
９
〜
２
０
２

３
）」
の
提
言
に
基
づ
き
、
特

に
以
下
の
６
点
に
つ
い
て
、
総

合
生
活
改
善
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

①
労
働
時
間
短
縮
に
む
け
た
取

　

り
組
み

②
労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
に

　

む
け
た
取
り
組
み

③
高
年
齢
層
の
労
働
条
件
の
改

　

善
と
定
年
退
職
年
齢
以
降
の

　

雇
用
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実

　

に
む
け
た
取
り
組
み

④
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立

　

に
む
け
た
取
り
組
み

⑤
仕
事
と
治
療
の
両
立
に
む
け

　

た
取
り
組
み

⑥
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
、

　

均
等
待
遇
の
実
現
に
む
け
た

　

取
り
組
み

　

今
秋
に
お
け
る
労
働
協
約
改

訂
交
渉
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
が
、

働
く
者
の
立
場
か
ら
働
き
方
改

革
を
前
進
さ
せ
る
べ
く
、
勤
務

制
度
を
中
心
に
、
各
種
労
働
条

件
を
改
善
す
る
回
答
を
引
き
出

し
た
。

　

今
後
、
労
働
政
策
委
員
会
を

中
心
と
し
て
、
２
０
２
０
春
季

生
活
闘
争
に
む
け
た
議
論
を
展

開
し
、
賃
金
は
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
均
等
・

均
衡
待
遇
の
実
現
な
ど
を
図
っ

て
い
く
。

ＪＲ北労組、ＪＲ九州労組、貨物鉄産労の仲間とともに集会に参加

労働協約（労働条件等）改訂概要

２０２０春季生活闘争にむけて
ＪＲバス関係労働者の

賃金実態調査を実施します

10月支給分の給料明細にて実施
11月15日までに職場の役員に提出して下さい
ＪＲバス関係職場で働く組合員の皆さん

ご協力をお願いします

　

連
合
は
、
９
月
７
〜
８
日
に

か
け
て
「
２
０
１
９
平
和
行
動

in
根
室
」
を
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｒ

連
合
か
ら
は
今
井
孝
治
企
画
部

長
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
、
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
、
貨
物
鉄
産
労
か

ら
計
７
人
が
参
加
し
た
。

　

７
日
に
は
、
北
海
道
立
北
方

四
島
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
北
方

四
島
学
習
会
」
（
映
画
「
ジ
ョ

バ
ン
ニ
の
島
」
上
映
会
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
講
演

等
）
が
行
わ
れ
た
。
８
日
に
は
、

根
室
市
納
沙
布
岬
に
て
、
沖
縄
・

広
島
・
長
崎
に
次
ぐ
４
つ
目
の

平
和
行
動
と
し
て
、
「
２
０
１

９
平
和
ノ
サ
ッ
プ
集
会
」
が
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
連
合
の
仲

間
が
参
集
し
た
。

　

集
会
の
冒
頭
、
主
催
者
を
代

表
し
て
連
合
の
相
原
事
務
局
長

が
挨
拶
に
立
ち
、
「
今
年
の
日

ロ
首
脳
会
談
で
平
和
条
約
に
む

け
た
協
議
を
進
め
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
成
果

は
上
が
っ
て
い
な
い
。
北
方
領

土
が
不
法
占
拠
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
74
年
に
な
る
。
元
島
民
の

方
々
も
年
齢
を
重
ね
ら
れ
て
い

る
。
一
日
も
早
く
自
由
に
往
来

で
き
る
そ
の
日
が
来
る
よ
う
粘

り
強
く
運
動
を
続
け
て
行
き
た

い
」
と
の
決
意
を
表
明
し
た
。

　

続
い
て
、
北
方
領
土
問
題
対

策
協
議
会
理
事
長
や
根
室
市
長
、

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
連
絡

協
議
会
等
の
来
賓
挨
拶
、
元
島

民
の
訴
え
、
連
合
島
根
か
ら
の

特
別
報
告
、
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

ピ
ー
ス
リ
レ
ー
の
後
、
集
会
ア

ピ
ー
ル
採
択
が
行
わ
れ
、
「
が

ん
ば
ろ
う
」
三
唱
で
閉
会
し
た
。

　

今
回
の
集
会
で
感
じ
た
返
還

へ
の
熱
い
想
い
を
、
職
場
に
持

ち
帰
り
展
開
し
て
い
く
。

【ＪＲ東海ユニオン】
１．短日数勤務制度の拡充
・短日数休暇の日数を、「１箇月に２日
　又は４日」から、「１箇月に２日、４
　日、６日又は８日」へ改める
２．自己都合休職取得者の年次有給休暇
　に関する取扱いの変更
・年休の出勤率算定において、自己都合
　休職についても私傷病により欠勤した
　際の取扱いと同様にする
３．昇格試験における欠勤期間の取扱い
　の変更
・欠勤期間から、分べん休暇、子が１歳
　になるまでの育児休職及び同一の要介
　護者につき365日以内の介護休職を除
　外
４．永年勤続表彰の休職期間の取扱いの
　変更
・勤続年数の算定において、育児休職等
　及び介護休職の期間の２分の１の期間
　を除外する取り扱いを廃止し、全期間
　を勤続年数の算定に含める
５．深夜業緩和制度の新設
・小学校就学の始期から半年を経過する
　までの子を養育し、現業機関等で勤務
　する社員が希望した場合、深夜業の従
　事回数を申請した回数（４回／月以上
　から）以下とする制度を新設
６．企業主導型保育事業の利用開始
・エリア内の企業主導型保育所を展開す
　る事業者と新たに法人契約を締結し、
　利用権を取得する

【ＪＲ西労組】
１．短時間勤務制度の拡充
・「子供が満３歳に達する日まで」を「子
　供が満３歳に達する日の属する年度末
　まで」に拡充
２．治療支援休暇の対象拡大
・国の指定する難病333項目を新たに追
　加
３．再就職支援の取扱緩和
・復職時の資格級を退職時と同じ資格級
　とする。また、復職時から短時間・短
　日数等を使用可能とする
４．テレワーク制度の本施行
・本社・本社附属機関及び支社間接部門
　に拡大し本施行（2019年10月１日以降
　準備出来次第）
５．勤続15年社員を対象に人間ドック受
　診を支援
・５万円上限、2020年度以降の新規勤続
　15年社員
６．禁煙サポートプログラム費用の助成
・ジェイアールグループ健康保険組合の
　「禁煙サポートプログラム」を利用し
　た場合、２万円を上限に費用を助成

【ＪＲ四国労組】
１．女性特有の休暇制度の改善
・診査休暇を年休付与日数計算上の出勤
　日数として扱う
２．交代制等勤務手当の増額
３．夜間特殊業務手当の増額、支払い範
　囲の拡大
４．アテンダント手当の適用拡大
・来春運行開始予定の観光列車アテンダ
　ントにも適用
５．一部の定期健康診断受診を勤務扱い
　に改善
・医学適正検査を兼ねる健康診断を勤務
　として取扱う
６．エキスパート社員の有給休暇の改善
・選挙等休暇の新設、り災休暇の付与期
　間３日→５日
７．契約社員の緊急呼出手当の新設、社
　宅・寮の利用対象条件の緩和、賃金控
　除項目の拡大
８．サポーター社員の賃金引き上げ

【ＪＲ九州労組】
１．フレックスタイム制の適用範囲の拡
　大
・適用箇所以外で、日勤（１種）勤務に
　より勤務する者のうち、小学校第３学
　年修了までの子を養育する者及び要介
　護状態にある対象家族を介護する者が
　申し出た場合は、フレックスタイム制
　の適用を認める
２．地域社員の勤務・賃金等の一部改正
・積立保存休暇の積立累計日数は40日を
　限度とする
・勤続25年以上の地域社員が、リフレッ
　シュのための休暇を取得する場合に、
　在職期間を通じて１回に限り２日を限
　度として有給休暇を付与
・地域社員が死亡した場合に、その遺族
　に対し退職慰労金を支払う
・育児・介護を理由に退職した地域社員
　を対象とした再雇用制度の新設
３．嘱託再雇用社員の勤務・賃金等の一
　部改正
・雇用契約期間の限度を70歳に達する日
　の属する月の末日とする
・65歳から70歳到達までは、短日数制を
　選択できるものとする
・60歳から65歳到達までの嘱託再雇用
　社員に対する病気休職、待命休職、自
　己都合休職、公職休職及び刑事休職を
　新設
４．弔慰金の見直し
・弔慰金制度を見直し、業務上及び業務
　外で死亡した場合に弔慰金を支払う。
　なお、対象者は、社員、地域社員及び
　嘱託再雇用社員とする。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
仙
台
エ
リ
ア
で
働
く
仲
間
が
、
８
月
３
０

日
付
で
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し

た
。
今
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
〝
労
働
組
合
不
要
論
〞
が
蔓

延
し
つ
つ
あ
る
。
今
回
加
入
し
た
仲
間
は
、
働
く
環
境
が

変
化
す
る
中
で
、
改
め
て
集
団
的
労
使
関
係
の
必
要
性
と

Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
を
理
解
し
、ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト

ユ
ニ
オ
ン
を
選
択
し
加
入
を
決
断
し
た
。

労働協約改訂交渉
働きやすい環境の実現にむけ

大きく前進

連
合
２
０
１
９
平
和
行
動
in
根
室

返
還
実
現
を
信
じ
粘
り
強
く

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル･

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

仙
台
地
本
で

１
人
加
入

Ｊ
Ｒ
連
合
に
集
う

　
８
万
３
０
０
０
人
の
仲
間
は

　
　
勇
気
あ
る
決
断
を

心
よ
り
歓
迎
し
ま
す

Ｊ
Ｒ
連
合
に
集
う

　
８
万
３
０
０
０
人
の
仲
間
は

　
　
勇
気
あ
る
決
断
を

心
よ
り
歓
迎
し
ま
す

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル･

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

仙
台
地
本
で

１
人
加
入
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特　集
民
主
化
闘
争 

60

測
が
飛
び
交
っ
た
と
い
う
。
な

ぜ
な
ら
、
生
前
の
沢
村
氏
を
知

る
社
員
た
ち
は
一
様
に
、
彼
を

『
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
歪
な
労
政
の

犠
牲
者
』
と
捉
え
て
い
る
か
ら

だ
」
と
の
認
識
を
示
し
、
そ
の

う
え
で
冒
頭
に
も
触
れ
た
次
の

記
述
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

「
沢
村
氏
の
不
慮
の
死
か
ら
数

日
後
、
彼
の
自
宅
に
‐
お
そ
ら

く
彼
ら
夫
婦
の
親
御
さ
ん
か
ら

の
、
孫
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
ろ

う
‐
女
の
子
用
の
ラ
ン
ド
セ
ル

が
届
い
た
と
い
う
。
同
じ
こ
ろ
、

札
幌
運
転
所
に
勤
め
る
、
動
労

時
代
か
ら
の
ベ
テ
ラ
ン
組
合
員

が
１
人
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
札

幌
地
本
札
幌
運
転
所
分
会
の
事

務
所
を
訪
れ
た
。
生
前
の
沢
村

氏
を
か
わ
い
が
っ
て
い
た
と
い

う
、
そ
の
年
配
の
組
合
員
は
、

そ
の
場
で
組
合
か
ら
の
脱
退
届

を
書
き
、
分
会
役
員
に
手
渡
す

と
、
こ
う
言
っ
た
と
い
う
。

ろ
な
利
害
が
一
致
し
、
彼
ら
と

結
び
つ
い
て
い
る
輩
か
ら
の
攻

撃
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
か
け

ら
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
」と
警
戒
感
を
露

わ
に
し
た
こ
と
が
機
関
紙
で

報
じ
ら
れ
た
。し
か
し
、
本
書

「
ト
ラ
ジ
ャ
」
を
一
読
す
れ
ば
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
労
使
関
係
や
Ｊ

Ｒ
北
海
道
労
組
の
異
常
性
は
如

実
に
理
解
で
き
る
。
Ｊ
Ｒ
北
海

道
労
組
に
今
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
「
攻
撃
」
を
警
戒
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
の
組
織

と
向
き
合
う
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

及
び
２
０
１
９
年
度
の
活
動
方

針（
案
）が
提
起
さ
れ
、
す
べ
て
の
議

案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
引
き
続
き

髙
野
富
夫
氏
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
退

職
者
協
議
会
）
を
会
長
と
す
る

新
役
員
体
制
が
確
立
し
た
。

路
港
西
港
区
第
４
埠
頭
の
根
元

に
あ
た
る
西
側
の
海
岸
に
、
男

性
の
遺
体
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

遺
体
の
身
元
は
ほ
ど
な
く
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
釧
路
支
社
（
技
術
）

運
輸
グ
ル
ー
プ
輸
送
指
令
員
、

沢
村
明
彦
氏
（
仮
名
、
41
歳
）

と
判
明
し
た
」
と
記
さ
れ
た
沢

村
氏
な
る
人
物
で
あ
る
。
沢
村

氏
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
第
32

回
定
期
大
会
に
お
い
て
、
満
場

一
致
で
「
除
名
処
分
」
が
決
定

し
た
。
統
制
委
員
会
に
よ
る
１

年
に
及
ぶ
調
査
と
審
議
の
末
だ

と
い
う
。

　

さ
ら
に
本
書
で
は
、
「
彼
の

死
を
め
ぐ
っ
て
は
そ
の
後
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
社
内
で
も
様
々
な
憶

の
記
述
を
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ

て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

本
書
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
使

関
係
の
闇
に
果
敢
に
切
り
込
む

内
容
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
既

に
紹
介
し
た
。
第
３
部
は
ま
さ

に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
使
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
、「
あ
る
組
合
員
の
死
」

に
象
徴
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労

組
（
北
鉄
労
）
の
異
常
な
組
織

の
実
態
や
、
労
働
組
合
に
よ
る

「
人
事
権
へ
の
介
入
」
を
招
い

た
経
緯
、
労
政
改
革
の
否
定
が

招
い
た
「
２
人
の
社
長
の
死
」

な
ど
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
で
「
あ
る
組
合
員
の
死
」

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
は
、
「
18
年
１
月
12
日
、
釧

　

９
月
20
日
に
発
売
さ
れ
た
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
西

岡
研
介
氏
の
著
書
「
ト
ラ
ジ
ャ
」

に
つ
い
て
は
前
号
の
民
主
化
闘

争
記
事
で
も
触
れ
た
が
、
実
際

に
手
元
に
届
く
と
、
そ
の
６
０

０
ペ
ー
ジ
以
上
に
も
及
ぶ
質
量

に
ま
ず
は
圧
倒
さ
れ
る
。
徹
底

し
た
取
材
と
、
執
念
と
も
思
え

る
執
筆
へ
の
熱
意
の
賜
物
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
厚
み
に
も
ま

し
て
目
を
引
く
の
が
、
本
書
の

帯
に
あ
る
、「
人
殺
し
の
組
合
に

は
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
で
あ
る
。
実
は
こ
の

印
象
的
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、

本
書
の
第
３
部
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道

『
歪
な
労
政
』
の
犠
牲
者
」
で

「
ト
ラ
ジ
ャ
」
②

『
人
殺
し
の
組
合
に
は
い
ら
れ
な
い
』の
真
相

本書の実物を手にし、厚さと重量感からも内容
の重さが感じられる

ＪＲ連合と退職者連絡会、一層連携を密に運動を推進する取り組
み方針が決定された第９回総会

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

役員紹介

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン関

西
地
方
本
部

執
行
委
員
長

 

竹  

﨑  

秋  

彦 

さ
ん

ＪＲ連合退職者連絡会第９回定期総会

会員同士のつながり深め
活動の活性化を

『
人
殺
し
の
組
合
に
は
い

ら
れ
な
い
』
」

　

今
年
６
月
に
開
催
さ
れ

た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
第
34

回
定
期
大
会
に
お
い
て
、

執
行
部
は
「
『
経
営
支
援

よ
り
先
に
労
政
転
換
』
を

主
張
し
、
会
社
倒
産
運
動

を
民
主
化
闘
争
と
誤
魔
化

し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ

Ｒ
北
労
組
組
合
員
が
職
場

に
存
在
し
ま
す
。
い
ろ
い

　
Ｊ
Ｒ
連
合
退
職
者
連
絡
会
は

９
月
18
日
、
東
京
都
内
に
お
い
て

第
９
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
髙
野

富
夫
会
長
は
、
こ
の
間
の
退
職

者
連
絡
会
の
取
り
組
み
経
過
、

と
り
わ
け
大
阪
北
部
地
震
及
び

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
被
災

者
へ
の
救
援
カ
ン
パ
や
先
に
行

わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
を
は

じ
め
と
し
た
政
治
の
取
り
組
み

に
対
す
る
会
員
の
協
力
に
感
謝

の
意
を
示
す
と
と
も
に
、
退
職

者
連
絡
会
活
動
の
さ
ら
な
る
活

性
化
に
む
け
て
、
今
後
会
員
同

士
の
横
の
つ
な
が
り
を
一
層
深

め
て
い
こ
う
と
力
強
く
訴
え
た
。

　

定
期
総
会
に
は
交
運
共
済
の

松
岡
裕
次
理
事
長
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
荻
山
市
朗
会
長
が
出
席

し
激
励
と
連
帯
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
荻
山
会
長
か
ら

は
日
常
の
退
職
者
連
絡
会
活
動

に
対
し
て
謝
意
が
示
さ
れ
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
Ｊ

Ｒ
の
責
任
産
別
と
し
て
働
く
仲

間
の
総
結
集
を
目
指
す
決
意
や
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
持
続
的
発
展

に
む
け
て
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
問
題

を
は
じ
め
と
す
る
重
要
課
題
に

取
り
組
む
方
針
な
ど
を
披
瀝
、退

職
者
連
絡
会
と
一
層
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
運
動
を
推
進
し
て

い
く
旨
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
中
山
廣
事
務
局
長
よ

り
２
０
１
８
年
度
の
活
動
経
過

　

連
合
が
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
普
及

の
観
点
か
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
」

（
Ｗ
Ｒ
検
）
が
11
月
23
日
、
昨

年
か
ら
11
会
場
増
え
、
全
国
23

会
場
で
行
わ
れ
る
。

　

「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
」
と
は
、

働
く
と
き
に
必
要
な
法
律
や
決

ま
り
の
こ
と
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
よ
る
企
業
間
競
争
の
激
化
や

労
働
法
の
規
制
緩
和
、
働
き
方

の
多
様
化
な
ど
が
進
行
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者

に
も
使
用
者
に
も
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
の
知
識
が
乏
し
い
た
め
、
い

ま
、
職
場
で
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
な
い
場
面
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
リ
ス
ト
ラ
や
労

働
条
件
の
引
き
下
げ
か
ら
自
分

や
仲
間
を
守
る
た
め
に
、
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
の
基
礎
知
識
は
と
て
も

役
に
立
つ
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ

て
も
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

守
り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
は
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
の
知
識
は
欠
か
せ
な
い
。

　

「
初
級
」
は
、
職
場
で
問
題

に
な
り
や
す
い
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

に
関
す
る
初
歩
的
な
知
識
が
、

マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
20
問
が

出
題
さ
れ
、
70
％
以
上
（
14
問
）

の
正
解
で
合
格
と
な
る
。

　

申
し
込
み
は
「
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」

（h
ttp
://w

o
rk
ru
le-

k
en
tei.jp/

）
か
ら
、
申
込

受
付
期
限
は
10
月
27
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

ん
で
い
ま
す
。
一
番
足
を
運
ん
で
い
た
20

代
〜
30
代
の
頃
は
、
大
阪

－尾
鷲
間
を
年

間
30
往
復
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
釣
果
は
ど

う
か
？
と
聞
か
れ
る
と
微
妙
で
す
。
始
め

た
頃
は
魚
影
（
イ
カ
影
）
も
濃
く
、
20
パ

イ
前
後
（
最
大
２
キ
ロ
強
）
と
た
く
さ
ん

釣
れ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
エ
ギ
ン
グ
ブ
ー
ム

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
釣
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
他
の
魚
影
は

濃
い
の
で
、
現
在
は
イ
カ
釣
り
に
加
え
、

ア
ジ
や
真
鯛
な
ど
の
魚
釣
り
も
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
筏
釣
り
は
足
場
も
良
く
安
全
に

快
適
に
釣
り
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

皆
さ
ま
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
趣
味
で
息
抜
き
も
し
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
組
合
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
連
合
の
皆

さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
、
「
野
球
観
戦
（
オ
リ
ッ

ク
ス
フ
ァ
ン
）
」
と
「
釣
り
」
で
す
。
今

回
は
釣
り
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
釣
り

の
中
で
も
私
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
「
ア
オ
リ

イ
カ
」
で
す
。
釣
り
方
は
様
々
で
す
が
、そ

の
中
で
も
私
は
「
ル
ア
ー
（
疑
似
餌
）
」

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
イ
カ
の
ル
ア
ー

は
、
「
エ
ギ
」
と
い
う
海
老
な
ど
に
似
せ

た
日
本
古
来
の
伝
統
的
な
疑
似
餌
で
、
通

称
「
エ
ギ
ン
グ
」
と
い
い
ま
す
。
20
年
以

上
前
か
ら
は
ま
っ
て
お
り
、
三
重
県
尾
鷲

市
九
鬼
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
、
い

つ
も
渡
船
に
乗
っ
て
筏
か
ら
釣
り
を
楽
し

　

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
関
西
地
方
本
部

執
行
委
員
長
の
竹
﨑
秋
彦
で
す
。
私
は

１
９
９
１
年
に
入
社
後
、
新
大
阪
駅
、
大

阪
車
掌
所
、
大
阪
第
一
運
輸
所
、
再
び
新

大
阪
駅
、
大
阪
第
二
運
輸
所
と
異
動
し
つ

つ
、
駅
で
は
営
業
を
中
心
に
、
出
札
、
分

任
な
ど
、
運
輸
所
で
は
新
幹
線
車
掌
長
と

し
て
業
務
し
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
７
年

よ
り
関
西
地
本
で
書
記
長
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
今
年
７
月
の
大
会
に
て
同
執
行
委

員
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
と
家

族
の
幸
せ
実
現
の
た
め
、
精
一
杯
活
動
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
２
０
１
９
秋
（
初
級
）

働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
た
め
の

ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
よ
う

　組合員のみなさまにご協力をいただいた大阪
北部地震・平成30年7月豪雨災害被災者救援カ
ンパは、グループ組合員や退職者協議会も含め
約4,000万円を集約することができました。ご協
力いただき誠にありがとうございました。
　カンパ対策委員会を開催し、具体的な給付内
容や配分等について議論し、執行委員会での承
認を受け、10月１現在で259件の給付認定を行
い、見舞金を支給しています。（全壊600,000
円、半壊300,000円、一部損壊20,000円）
　引き続き確認作業を行い、被災された仲間へ
見舞金を届けます。

大阪北部地震・平成30年7月豪雨災害
被災者救援カンパ

見舞金支給について


